
このアイスはオススメですよ

　８月24日、わんぱる（だいばら児童館）で、小学生を対象に「小
学生夏休みイベントお店やさんごっこ」が行われ、親子110人
が参加しました。
　子どもたちは、新聞紙で作られた買い物袋を持ちながら、食
べ物やさん、時計屋さんへ買い物に出かけたり、ゲームコーナー
で遊びました。
　店員さんは商品を選んでもらうために、お客さんを呼び込み
したり、お客さんは店員さんと会話しながら商品を真剣に品定
めするなど、小さな商店での買い物などを楽しんでいました。

この広報紙は、再生紙と大
豆油インクを使用しています。

　広報やしおは、毎月1回、10日（新聞休刊日を除く）に新聞折り込みで配布しています。届いてない世帯の方
は、最寄りの公共施設、金融機関、市内8カ所のコンビニエンスストア、八潮駅などでお受け取りになれます。
なお、次回の新聞折り込みは、10月10日（水）です。
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葛飾区と災害時の応援協定締結

　８月29日、八幡公民館で、公民館講座「子どもパンづくり
教室」が開催されました。
　小学３年生から６年生の16人の子どもたちが参加し、みん
なで協力してソーセージロールとピザを作りました。また、
特別に先生からアイスクリームの作り方を教えていただきま
した。
　参加者からは「おいしかった！」「楽しかった！」などの
感想が聞かれ、自分たちが気持ちを込めて作ったものを食べ、
満足している様子でした。
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気持ちを込めたおいしいパン

　８月17日、葛飾区と「災害時における八潮市と葛飾区との
相互応援に関する協定」を締結しました。
　八潮市では、これまで県内の自治体や足立区、民間事業者
などとも災害協定を締結していますが、災害発生時における
迅速な応援活動体制をより強化するために新たに葛飾区との
協定を締結することになりました。
　締結式では、地震や水害などの災害が発生した場合には、
救援物資の提供、職員の派遣、被災住民の受け入れなどの応
援について、相互に実施することを確認しました。

　避難する時の荷物は必要最小
限とし、食糧は調理の手間や水
をあまり使わないレトルトなど
を選びまし
ょう。予備
の乾電池も
忘れずに。

■ 貴重品■ 非常食

■ 衣類

■ 生活用品

現金（小銭）

セーター

懐中電灯
■ 医薬・衛生用品

キズ薬

飲料水
（1人分1日あたり
3リットルが必要
とされています）

カンパン

レトルト食品

粉ミルク

かんづめ

脱脂綿 ばんそうこう はさみ ピンセット マスク

ちり紙 洗面具 タオル

紙おむつ

携帯トイレ

胃腸薬　鎮痛剤 包帯 消毒液

ガーゼ

ローソク ライター

使い捨て
カイロ

ビニール袋

簡易食器

ラップ ナイフ
缶きり

スニーカー ヘルメット

ラジオ

下着 靴下

レインコート

手袋

保険証
通帳

印鑑

予備電池 筆記具

ロープ

毛布
笛

　８月７日、埼玉県平和資料館（東松山市）見学会を開催し、八條
北小学校と大原小学校の５・６年生の児童40人が参加しました。
　常設展示の見学、空襲警報・防空壕避難の擬似体験、平和資料
館の学芸員による授業「ピースキャラバン」などをとおして、平
和の大切さについて学習しました。
　参加した児童からは、「戦争の怖ろしさが体験できた」「今の
自分たちの暮らしが平和でとても幸せなことだとわかった」な
どたくさんの感想が寄せられ、平和の尊さ、平和の大切さにつ
いて考える一日となりました。

ぼう　くう　ごう


